
きそまち議会だより
№83　2026.８.20 発行／長野県木曽町議会

水無神社例大祭、みこしまくり（写真提供：小野田憲、表紙説明はP12）

きそまち議会だより

木曽町議会
ホームページ

６月会議の情報をお伝えします

道の駅 日義木曽駒高原 食堂改修！
補正予算8,000万円
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議 会 ト ピ ッ ク ス
11
億
７
，
５
９
０
万

億
７
，
５
９
０
万
44
千
円
を
追
加
、

千
円
を
追
加
、

 

総
額
１
０
２
億
３
，
５
９
０
万

総
額
１
０
２
億
３
，
５
９
０
万
44
千
円
千
円

補
正
予
算

令和８年６月会議

道の駅日義木曽駒高原　食堂・店舗改修費道の駅日義木曽駒高原　食堂・店舗改修費

日義小学校 LED改修工事等日義小学校 LED改修工事等

道の駅三岳　直売所改修工事道の駅三岳　直売所改修工事

8，000
万円

3，050
万円

850
万円

道の駅日義木曽駒高原道の駅日義木曽駒高原

日義小学校のLED設置済みの教室の様子日義小学校のLED設置済みの教室の様子

道の駅三岳の外観道の駅三岳の外観

主な歳出
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議案審議

木
曽
音
楽
祭　

補
助
金 

２
０
０
万
円 

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
事
業　

発
酵
食
文
化
振
興
委
託
料 

２
０
０
万
円 

日
本
で
最
も
美
し
い
村
推
進
事
業　

助
成
金 

約
２
１
０
万
円  

　

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
も
可
決
。

発
議
・
陳
情

発
議
第
1
号

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
即
時
中
止
と
平
和
的
解
決
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

　

 

提
出
者
／
原
田
徹
哉
議
員
・
下
島
里
美
議
員 

提
出
先
／
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か 

陳
情
第
4
号

 
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

  （
信
州
ケ
ア
社
会
を
考
え
る
会 

提
出
）
↓ 

資
料
配
布

議
員
派
遣

１
．
令
和
8
年
度
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
7
月
13
日
・
松
本
市
） 

全
議
員 

２
．
社
会
文
教
常
任
委
員
会 
行
政
視
察
（
7
月
28
〜
29
日
・
埼
玉
県
）

消
防
活
動
に
よ
り
死
亡
し
た
団
員
の
葬
祭
補
償
を

31
万
5
千
円 

↓ 

33
万
円
に
改
定

木
曽
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例 

一
部
改
正

変
更
後
金
額
：
1
億
３
，
１
２
８
万
5
千
円 （
床
板
の
断
面
補
修
工
を
追
加
）

藪
原
橋　

長
寿
命
化
修
繕
工
事　

変
更
契
約

凍
結
防
止
剤
散
布
車
両
（
２
ｔ
級
）
購
入

 

８
７
０
万
円

契　
　

約

条
例
改
正

開田高原尾の島の滝自然公園開田高原尾の島の滝自然公園
修繕費等修繕費等

カスハラ対策カスハラ対策
防犯カメラ設置 防犯カメラ設置 

220
万円

200
万円

尾の島の滝、遊歩道脇の抜け落ち（写真右）尾の島の滝、遊歩道脇の抜け落ち（写真右）

陥没箇所陥没箇所

カスハラ対策の防犯カメラカスハラ対策の防犯カメラ
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議 案 審 議議 案 審 議
　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
法
制
化
に
伴
い
、
対

象
施
設
の
設
備
・
運
営
基
準
を
定
め
る
も
の
。

新
た
に
制
定
し
た
条
例

木
曽
町
乳
幼
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

改
正
し
た
条
例

　

医
療
分
な
ど
各
税
率
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
た
め
の
分
税
率
を
新
設
。

ま
た
、
葬
祭
費
を
３
万
円
か
ら
５
万
円
に
引
き
上

げ
。 木

曽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

御
料
館
の
会
議
室
・
応
接
室
の
利
用
を
有
料
化

（
会
議
室
６
０
０
円
／
時
間
、
応
接
室
３
０
０
円
／

時
間
）
し
、
開
館
時
間
を
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に

定
め
る
。

木
曽
町
歴
史
文
化
施
設
条
例

　

４
月
か
ら
の
中
学
校
統
合
に
伴
う
施
設
名
称
の
変

更
と
、
一
部
体
育
施
設
の
廃
止
を
行
う
。

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
。

木
曽
町
学
校
体
育
施
設
使
用

料
徴
収
条
例
・
木
曽
町
体
育

施
設
条
例

条
例
制
定
・
改
正

　

令
和
７
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
移

住
・
定
住
、
産
業
・
観
光
、
医
療
、
教
育
な
ど
11
分

野
の
新
た
な
事
業
を
加
え
、
計
画
期
間
を
令
和
８
〜

12
年
度
に
改
定
。

過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
改
定

　

日
義
地
区
の
旧
特
産
物
販
売
所
を
株
式
会
社
日
義

特
産
に
無
償
で
譲
渡
。

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
無
償
譲
渡

そ
の
他
の
議
案

令和８年３月会議
（前号掲載分補足）

木
曽
二
本
木
温
泉
は
株
式
会
社W

orth 
Leap

、
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
テ

イ
ク
オ
ン
木
曽
、
お
ん
た
け
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
は
木
曽
カ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
が
そ
れ

ぞ
れ
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

指
定
管
理

■問　
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
書
に

計
上
さ
れ
た
弁
護
士
・
社
労
士
費
用
の
内
容
は
。

■答　
ス
タ
ッ
フ
の
労
務
管
理
や
来
館
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
な
ど
、
法
的
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
事
務
費
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
。

木曽こども園木曽こども園

裁判所視察の際の集合写真裁判所視察の際の集合写真

陳　
　

情

木
曽
の
司
法
を
あ
き
ら
め
な
い
協
議
会
の
設
立
及
び

活
動
に
関
す
る
陳
情

提
出
者　

長
野
県
弁
護
士
会　

会
長　

齋
藤
泰
史

　

 

ほ
か
６
名

陳
情
の
内
容

　

木
曽
の
司
法
を
あ
き
ら
め
な
い
協
議
会
を
設
立

し
、
地
域
に
お
け
る
裁
判
所
の
充
実
・
存
続
を
求
め

る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

審

査　

 

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、
門
田
弁
護

士
の
解
説
の
も
と
３
月
10
日
に
福
島
簡

易
裁
判
所
を
視
察
し
審
議
。

審
査
結
果　

採
択
（
全
員
一
致
）

補

足　

 

議
会
終
了
後
、
５
月
７
日
に
「
木
曽
の

司
法
を
あ
き
ら
め
な
い
協
議
会
」
が
発

足
し
た
。
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議案審議

総
務
課

■問

公
共
施
設
基
金
に
1

億
円
積
み
立
て
た
が
、
除

却
の
計
画
は
い
つ
示
さ
れ

る
か
。

■答

事
業
債
を
活
用
し
な

が
ら
8
施
設
を
徐
々
に
解

体
し
て
い
く
。
ま
ず
借
地

か
ら
優
先
す
る
方
針
。
今

年
度
中
に
管
理
計
画
を
立

て
、
順
番
を
含
め
説
明
す

る
。企

画
財
政
課

■問

一
般
会
計
明
許
費
繰

越
額
が
多
い
理
由
は
。

■答

令
和
7
年
度
は
国
が

秋
に
補
正
予
算
を
組
み
、

そ
れ
に
伴
っ
て
物
価
高
騰

交
付
金
・
地
域
未
来
交
付

金
・
普
通
交
付
税
な
ど
計

約
4
億
円
が
秋
以
降
に
採

択
さ
れ
た
た
め
繰
越
額
が

６月会議（20件）
報 告 8 発 議 1

条例改正 4 承 認 1

補正予算 3 議員派遣 1

契 約 2

　６月会議（通年議会）は、６月５日から12日までの
８日間にわたり開催されました。９人が一般質問を行っ
たほか、町から提案のあった報告、条例改正、補正予算
など20件の審議があり、全ての案件が原案通り可決さ
れました。ここでは審議の主な内容をご紹介します。会議

６月

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

■問

今
後
は
繰
越
事
業
の

進
捗
率
を
全
員
協
議
会
等

で
事
業
別
に
示
し
て
ほ
し

い
。

■答

検
討
す
る
。

保
健
福
祉
課

■問

福
祉
医
療
費
と
児
童

手
当
が
計
約
１
，
０
０
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
た
理

由
は
。

■答

福
祉
医
療
費
は
利
用

者
数
の
減
に
よ
る
。
児
童

手
当
は
出
生
数
の
減
少
と

町
外
へ
の
転
出
者
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
。

■問

地
域
支
援
事
業
・
介

護
予
防
費
が
減
額
に
な
っ

た
理
由
は
。

■答

当
初
の
見
込
み
よ
り

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
が
少

な
か
っ
た
た
め
。

建
設
農
林
課

■問

森
林
づ
く
り
補
助
金

６
６
５
万
円
が
減
額
さ
れ

た
理
由
は
。

■答

県
の
補
助
金
の
減
額

に
よ
る
も
の
。
間
伐
量
が

減
り
、
補
助
対
象
額
が
減

少
し
た
た
め
。

■問

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
で
国
庫
返
還
金
２
２

０
万
円
が
生
じ
た
理
由
と
、

損
害
賠
償
請
求
の
状
況
は
。

■答

橋
梁
点
検
の
委
託
事

業
者
が
独
占
禁
止
法
違
反

に
よ
り
公
正
取
引
委
員
会

か
ら
排
除
命
令
・
課
徴
金

納
付
命
令
を
受
け
た
こ
と

に
伴
い
、
補
助
金
の
2
割

を
返
還
す
る
も
の
。
県
内

14
自
治
体
が
同
様
の
対
応

を
し
て
い
る
。
補
正
予
算

承
認
後
、
事
業
者
に
賠
償

金
の
納
付
を
通
知
す
る
予

定
。

■問

令
和
5
年
度
以
降
に

行
っ
た
橋
梁
点
検
へ
の
影

響
は
な
い
か
。

■答

問
題
の
事
業
者
は
1

月
か
ら
6
月
末
ま
で
指
名

停
止
中
。
今
年
度
は
Ｊ
Ｒ

認
定
業
者
に
よ
る
跨
線
橋

の
点
検
を
実
施
予
定
。
社

内
体
制
の
立
て
直
し
と
公

正
取
引
委
員
会
か
ら
の
指

導
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

る
。

■問

薮
原
橋
に
つ
い
て
住

民
か
ら
「
雨
後
に
水
が
た

ま
る
」
と
の
声
が
あ
る
。

竣
工
検
査
で
確
認
し
て
ほ

し
い
が
。

■答

竣
工
書
類
は
こ
れ
か

ら
提
出
さ
れ
る
予
定
。
降

雨
時
に
現
場
を
確
認
し
、

問
題
が
あ
れ
ば
竣
工
検
査

時
に
事
業
者
へ
手
直
し
を

指
示
す
る
。

子
育
て
教
育
課

■問

Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置
３
，
２

０
０
万
円
に
は
、
既
存
蛍

光
灯
の
分
別
処
分
費
も
含

ま
れ
て
い
る
か
。

■答

処
分
費
（
約
１
１
０

万
円
）
も
含
ん
で
い
る
。

日
義
支
所

■問

観
光
施
設
管
理
事
業

費
８
，
０
０
０
万
円
に
つ

い
て
、
昨
今
の
社
会
情
勢

に
よ
る
価
格
高
騰
が
あ
る

が
、
何
か
把
握
し
て
い
る

か
。

■答

現
時
点
で
は
特
に
把

握
し
て
い
な
い
。
今
後
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
た
い
。

6
月
の
本
会
議
で
は
、

提
出
さ
れ
た
町
か
ら
の

報
告
や
補
正
予
算
、
条

例
改
正
な
ど
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
・
支
所
ご
と
に
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

繰越事業で補修した薮原橋繰越事業で補修した薮原橋

ロープを張っての列状間伐の様子ロープを張っての列状間伐の様子



66議会だより №83議会だより №83

　令和８年３月から６月にかけて、木曽町議会では全議員が数多くの地
域行事・会議・式典に出席しました。卒業式・入学式・入園式・卒園式
をはじめ、農業・福祉・商工・スポーツなど幅広い分野の総会や協議会
にも参加。木曽広域連合議会や町村議会議長会を通じた広域連携も進
め、３月・６月定例会では一般質問・予算審議・採決を行いました。
　その後、木曽町議会・農業委員会交流会議を行い、木曽町の農業課題
と解決策についてテーマごとにグループに分かれ、活発に議論を行いま
した。

　議会広報特別委員会では、新たな体制
のもと「読まれる議会だより」づくりに
取り組んでいます。委員全員で役割を分
担しながら作業を進め、横書きレイアウ
トの検討や紙面構成の見直しなど、多く
のアイデアが生まれています。
　今後はアンケートを設置し、町民の皆
様から直接フィードバックをいただける
仕組みも整えていく予定です。ぜひご意
見をお寄せください。

　今期から委員を全議員から６名に絞り、より機動
的に活動できる体制へと刷新。「着実な改善の積み
重ね」を基本理念に、次の５つの重点項目に取り組
んでいます。

❶ 議会運営の効率化
暗黙のルールの整理・共有と研修実施、デジタル化推進
❷ 情報公開と住民参画
　議長交際費の公開、住民との意見交換会の実施
❸ 主権者教育・なり手不足対策
　子ども議会の再開など若年層への教育推進
❹ 広域連携と組織強化
　木曽郡内・近隣自治体との交流・情報共有
❺ 議会のあり方の長期的検討
　人口減少を見据えた議員定数・報酬の継続的議論

議会広報特別委員会

議会改革特別委員会

議会活動議会活動
（令和８年３月～６月）（令和８年３月～６月）

報 告

議会広報特別委員会の様子議会広報特別委員会の様子

議会改革特別委員会の様子議会改革特別委員会の様子

農業委員会との意見交換会農業委員会との意見交換会

議会の様子議会の様子



一般質問

77

指
摘
事
項
の
改
善
は

履
行
さ
れ
る
か

本
協
定
等
、
一
連
の
手
続

き
の
相
手
方
の
１
社
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

■問　
太
陽
光
発
電
所
に
対

し
て
懸
案
事
項
は
あ
る
か
。

答　

適
正
な
維
持
管
理
が

行
わ
れ
、
こ
れ
以
上
の
事

業
拡
大
は
行
わ
な
い
と
い

う
誓
約
が
確
実
に
履
行
さ

れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

所
管
省
庁
の
動
向
も
注
視

し
足
並
み
を
そ
ろ
え
対
応

し
て
い
く
。

■問　
三
岳
鹿
ノ
瀬
地
区
の

太
陽
光
発
電
所
の
現
在
の

状
況
は
。

環
境
水
道
課
長　

既
に
完

成
し
て
い
る
発
電
所
は
所

有
者
３
社
、
３
３
８
６
kw

Ａ
Ｃ
で
稼
働
し
、
後
か
ら

工
事
さ
れ
た
発
電
所
は
１

社
の
所
有
者
、
８
４
２
kw

Ａ
Ｃ
で
稼
働
し
て
い
る
。

■問　
太
陽
光
発
電
所
の
環

境
・
景
観
整
備
、
雨
水
排

水
処
理
設
備
、
伐
根
し
た

木
の
根
な
ど
工
事
が
完
了

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が

把
握
し
て
い
る
か
。

環
境
水
道
課
長　

指
摘
の

事
項
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
。
事
業
者
と
現
地
確

認
、
文
書
に
よ
る
改
善
指

導
な
ど
14
の
改
善
要
望
を

指
摘
し
て
い
る
。
不
履
行

の
場
合
は
、
協
定
書
に
基

づ
き
原
状
回
復
措
置
命
令

の
発
令
、
立
ち
入
り
調
査

の
実
施
、
罰
則
の
適
用
な

ど
厳
し
く
事
業
者
と
や
り

と
り
し
て
い
く
予
定
だ
。

■問　
後
か
ら
始
め
た
工
事

は
本
年
２
月
以
降
、
パ
ネ

ル
の
設
置
は
終
わ
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
排
水
工
事
な

ど
を
途
中
で
止
め
て
い
る

よ
う
だ
が
。

環
境
水
道
課
長　

２
月
以

降
の
工
事
の
進
捗
、
遅
れ

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。
林
地
開
発
許
可

完
了
後
の
変
更
手
続
き
に

お
い
て
、
国
・
県
が
、
町

の
改
善
要
望
も
踏
ま
え
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
状

況
だ
。

■問　
事
業
者
の
対
応
が
誠

実
で
な
い
よ
う
だ
。
こ
の

事
業
者
は
北
海
道
で
も
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
が
、

町
と
事
業
者
の
関
係
性
は
。

環
境
水
道
課
長　

開
発
基

粘
り
強
く
や
り
と
り
を
し
て
い
る

環
境
水
道
課
長

一般質問 ９人が町政を問う

原田　徹哉 議員原田　徹哉 議員        Ｐ７Ｐ７
•鹿ノ瀬地区太陽光発電所•鹿ノ瀬地区太陽光発電所
児野光九仁 議員児野光九仁 議員        Ｐ８Ｐ８
•観光需要増加に伴う民泊の現状と今後の在り方•観光需要増加に伴う民泊の現状と今後の在り方
下島　里美 議員下島　里美 議員        Ｐ８Ｐ８
•住民への情報提供のあり方•住民への情報提供のあり方
•総合トレーニングセンター等の活用•総合トレーニングセンター等の活用
目黑　　碧 議員目黑　　碧 議員        Ｐ９Ｐ９
•女性管理職の登用推進と男性職員の育児休業取•女性管理職の登用推進と男性職員の育児休業取
得推進得推進
•学校・公共施設への生理用品の設置•学校・公共施設への生理用品の設置
•区長制度•区長制度
•ハラスメント対策•ハラスメント対策
•オーガニック給食•オーガニック給食

平井　武平 議員平井　武平 議員        Ｐ９Ｐ９
•木曽義仲没後850年を迎えるにあたって•木曽義仲没後850年を迎えるにあたって
征矢野隆夫 議員征矢野隆夫 議員        Ｐ10Ｐ10
•防災マップ活用で効果ある対策を•防災マップ活用で効果ある対策を
•避難所運営体制づくりを•避難所運営体制づくりを
寺内　　健 議員寺内　　健 議員        Ｐ10Ｐ10
•使われていない公共施設は今後どうしていくか•使われていない公共施設は今後どうしていくか
•避難行動要支援者に対する町の体制は•避難行動要支援者に対する町の体制は
•「検討する」と答弁したその後は•「検討する」と答弁したその後は
松井　淳一 議員松井　淳一 議員        Ｐ11Ｐ11
•御嶽山国定公園指定と日本遺産再認定を活かす•御嶽山国定公園指定と日本遺産再認定を活かす
観光振興観光振興
下條　広行 議員下條　広行 議員        Ｐ11Ｐ11
•豪雨災害、大規模火災などの避難•豪雨災害、大規模火災などの避難
•道路工事による土砂処理の状況•道路工事による土砂処理の状況

一般質問通告要旨
一般質問は、町政のあらゆる課題について、町長や教育長、担当課長に対して質問を行う場です。町政のチェッ
クや政策提言など、町政のより良い発展を目的とした、議員の重要な活動の一つです。
一般質問は、年４回の定例会で行われ、事前に質問内容の通告が必要となっています。議員一人あたりの質問時
間は30分で、１問１答方式により質疑応答が行われます。
この欄には、質問者が事前に提出した通告内容の要旨を掲載しています。

原
はら

田
だ

  徹
てつ

哉
や

質問者の動画が見られます
工事途中で止まっている現場工事途中で止まっている現場
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す
る
等
、
工
夫
し
て
進
め

た
い
。

■問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
活
用

さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
な

情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
な
い
住
民
に

も
確
実
に
届
け
る
方
法
を

整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

広
報
き
そ
ま

ち
は
全
戸
配
布
し
て
い
る

の
で
し
っ
か
り
知
ら
せ
て

い
く
こ
と
は
大
事
だ
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
者
が
、
高
齢
者
も
含
め

て
非
常
に
増
え
て
い
る
。

簡
単
に
町
の
掲
示
板
を
見

ら
れ
る
の
で
公
民
館
等
で

皆
さ
ん
に
伝
え
地
道
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

児
ちご

野
の

  光
みつ

九
く

仁
に

観
光
需
要
増
加
に
伴
う

民
泊
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方

宿
泊
施
設
利
用
の
地
域
的

隔
た
り
が
あ
る
。
町
内
の

事
業
者
が
稼
ぐ
力
を
支
援

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

観
光
商
工
課
長　

事
業
者

に
努
力
し
て
い
た
だ
く
部

分
で
は
あ
る
が
、
従
来
よ

り
経
営
改
善
指
導
を
し
て

お
り
、
継
続
し
て
協
力
で

き
る
も
の
は
関
係
者
と
相

談
し
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■問

民
泊
開
業
に
あ
た
り
、

事
業
者
に
は
地
域
の
住
民

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
適
切
な

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
如
何
か
。

観
光
商
工
課
長　

地
域
住

民
へ
の
説
明
の
義
務
付
け

な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
の
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。

■問

木
曽
町
の
旅
館
業
等

の
件
数
は
。

観
光
商
工
課
長　

旅
館
ホ

テ
ル
業
44
施
設
、
簡
易
宿

泊
所
80
施
設
、
民
泊
３
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

■問

政
府
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
更
な
る
増
加
を
見
込

む
中
、
今
後
町
内
で
も
民

泊
を
手
掛
け
る
業
者
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
事

業
運
営
の
ル
ー
ル
を
設
け

る
か
。

観
光
商
工
課
長　

今
年
４

月
に
要
望
の
提
出
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
観
点
か
ら
規
制
の

上
乗
せ
条
例
の
制
定
要
望

が
あ
っ
た
。
長
野
県
で
は

住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な

実
施
に
関
す
る
条
例
及
び

規
則
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
宿
泊
事
業
制
限
区

域
・
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
児
童

施
設
・
図
書
館
・
病
院
周

辺
、
別
荘
地
に
も
制
限
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
当
町

の
民
泊
３
施
設
は
家
主

が
施
設
に
居
住
し
て
お

り
、
常
に
管
理
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
簡
易
宿
泊
所

で
は
管
理
人
が
不
在
の
た

め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
し
て
い
く

観
光
商
工
課
長

質問者の動画が見られます

質問者の動画が見られます

下
しも

島
じま

  里
さと

美
み

回
覧
が
月
１
回
に
な
っ
た

成
果
や
課
題
は

■問

回
覧
物
の
配
布
が
月

１
回
に
な
っ
た
。
成
果
や

課
題
は
挙
が
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

各
区
長
、
組

長
に
よ
る
配
布
が
１
回
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
。
年
度
当
初

は
、
配
布
物
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
し
ま
い
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。

　

今
後
も
配
布
物
が
増
え

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

大
き
な
課
題
だ
。
課
題
解

決
に
向
け
配
布
物
の
数
を

減
ら
す
た
め
、
広
報
き
そ

ま
ち
と
役
場
だ
よ
り
を
一

体
化
さ
せ
た
い
。
役
場
だ

よ
り
の
部
分
を
抜
き
出
せ

る
よ
う
に
す
る
等
の
工
夫

を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

　

費
用
面
で
は
用
紙
代
、

印
刷
費
を
合
わ
せ
て
30
万

円
弱
は
軽
減
で
き
て
い
る
。

■問

全
戸
配
布
す
べ
き
も

の
も
回
覧
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
全
戸
配

布
／
回
覧
を
決
め
る
基
準

や
目
安
は
あ
る
か
。「
生

涯
学
習
情
報
」
は
20
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
冊
子
だ
が
回

覧
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
課
長　

各
団
体
が
作

成
し
た
も
の
を
配
布
し
て

い
る
。
全
戸
配
布
か
回
覧

か
と
い
う
判
断
は
そ
れ
ぞ

れ
に
任
せ
て
い
る
の
で
明

確
な
基
準
や
目
安
は
な

い
。
急
ぎ
の
回
覧
も
あ
り

各
団
体
と
協
議
す
る
時
間

も
な
く
調
整
は
非
常
に
難

し
い
。
１
回
に
減
ら
し
た

こ
と
は
非
常
に
大
事
な

の
で
、
記
事
の
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。「
生
涯
学
習

情
報
」
は
ペ
ー
ジ
数
も
多

い
の
で
課
題
で
あ
る
。
広

報
き
そ
ま
ち
へ
概
要
版
を

掲
載
し
、
２
次
元
コ
ー
ド

等
で
読
み
取
れ
る
よ
う
に

配
布
の
担
い
手
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
の
で
大
き
な
成
果
だ

総
務
課
長

あ
る
。
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
先
進
事
例
等
も
調
査
し

て
、
対
応
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

■問

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
増
加
で
開
業
に
あ
た
っ

て
は
多
言
語
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
が
方
策
は
あ

る
か
。

観
光
商
工
課
長　

国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
事
業

者
に
は
で
き
る
だ
け
取
り

入
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
。

■問

木
曽
の
観
光
は
中
山

道
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
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メ
ン
ト
相
談
メ
ー
ル
を
用

意
し
８
月
に
開
始
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

■問　
昨
年
12
月
に
質
問
し

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

段
階
的
導
入
に
つ
い
て
、

課
題
整
理
の
進
捗
は
。
研

修
実
施
の
考
え
は
。

子
育
て
教
育
課
長　

こ
ど

も
園
で
は
５
月
か
ら
全
こ

ど
も
園
で
月
２
回
、
有
機

食
材
を
取
り
入
れ
た
給
食

を
開
始
し
た
。
研
修
は
考

え
て
い
な
い
が
栄
養
士
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

女
性
管
理
職
と

男
性
の
育
休
推
進
を

■問　
女
性
管
理
職
割
合
、

男
性
育
休
取
得
率
の
状
況

は
。
積
極
的
な
推
進
策
を
。

総
務
課
長　

課
長
職
は
目

標
20
％
だ
が
実
績
は
11
・

1
％
。
係
長
職
は
目
標

30
％
に
対
し
40
％
と
達
成
。

男
性
育
休
取
得
率
は
30
％
。

積
極
的
な
推
進
施
策
の
予

定
は
難
し
い
。

生
理
用
品
の 

ト
イ
レ
設
置

■問　
小
学
校
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
の
常
設
を
。

子
育
て
教
育
課
長　

校
長

会
・
教
頭
会
で
前
向
き
に

検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
併
用
で

区
長
の
負
担
軽
減
を

■問　
区
長
の
担
い
手
不

足
・
業
務
負
担
の
実
態
把

握
は
。
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

支
援
は
す
る
か
。

開
田
支
所
長　

担
い
手
不

足
・
役
員
固
定
化
・
依
頼

増
加
に
よ
る
負
担
増
を
認

識
し
て
い
る
。
地
域
に

よ
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
口
座
振
替
の
活
用

事
例
も
確
認
で
き
た
。
区

長
会
で
先
進
事
例
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
行
う
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

■問　
３
月
に
質
問
し
た
録

音
可
能
電
話
導
入
と
外
部

相
談
窓
口
設
置
の
進
捗
は
。

総
務
課
長　

現
行
電
話
の

オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
で
録
音

可
能
と
確
認
し
、
７
月
上

旬
に
設
定
変
更
予
定
。
カ

メ
ラ
も
設
置
す
る
。
外
部

相
談
窓
口
は
既
に
契
約
中

の
事
業
者
と
の
委
託
に
含

ま
れ
る
が
よ
り
相
談
し
や

す
い
よ
う
に
専
用
ハ
ラ
ス

積
極
的
な
推
進
は
難
し
い

男
女
構
成
に
合
わ
せ
た
目
標
の
再
設
定
を
す
る

総
務
課
長

木
曽
義
仲
没
後
８
５
０
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

町
で
は
、

町
指
定
文
化
財
に
対
し
て

保
護
事
業
補
助
金
に
よ
り

活
動
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
日
義
地
域
で
の

ら
っ
ぽ
し
ょ
な
ど
も
そ
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
伝

統
を
継
承
し
て
い
く
た
め

の
支
援
補
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
生
涯
学

習
講
座
等
に
よ
り
改
め
て

周
知
を
図
り
な
が
ら
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
も

地
域
学
習
に
よ
る
関
心
を

高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

■問　
天
下
人
で
あ
る
木
曽

義
仲
を
讃
え
、
継
承
す
る

た
め
に
８
５
０
年
忌
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　

『
日
義

村
誌
』
に
よ
る
と
、
８
０

０
年
祭
は
、
旧
日
義
村
時

代
に
奉
賛
会
を
組
織
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

念
行
事
で
は
、
法
要
式

典
、
記
念
碑
な
ど
の
除
幕

式
や
記
念
講
演
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
没
後
８
５
０
年
は
８

年
後
の
令
和
16
年
と
な
り

ま
す
が
、
２
年
後
の
令
和

10
年
に
開
催
さ
れ
る
、
信

州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
に
向

け
て
注
力
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

８
５
０
年
の
節
目
の
年
に

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
木
曽
義
仲
旗
挙

げ
祭
り
と
合
わ
せ
て
の
開

催
を
、
日
義
地
域
自
治
協

議
会
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
か
と
考
え
ま
す
。

■問　
早
め
に
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
世
間
に
木
曽

義
仲
を
再
認
識
し
て
頂
く

体
制
づ
く
り
を
。

生
涯
学
習
課
長　

今
の
と

こ
ろ
８
５
０
年
忌
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
木
曽
義
仲

公
は
町
の
誇
り
で
す
。
旗

挙
げ
の
地
の
日
義
地
区
に

は
、
義
仲
公
の
存
在
を
後

世
に
継
承
す
る
義
仲
館
が

あ
り
ま
す
。
日
義
地
域
自

治
協
議
会
等
の
関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
木

曽
義
仲
公
を
世
間
に
よ
り

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
く
必
要
性
は
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

■問　
木
曽
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
継
承
さ
れ
て
い

る
伝
統
的
な
行
事
等
を
保

存
し
て
い
く
責
務
が
あ
る

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

生
涯
学
習
課
長

質問者の動画が見られます

質問者の動画が見られます

目
め

黑
ぐろ

  碧
みどり

平
ひら

井
い

  武
たけ

平
ひら

義仲館に建立されている義仲・巴御前像義仲館に建立されている義仲・巴御前像
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寺
てら

内
うち

  健
けん

住
民
防
災
マ
ッ
プ
活
用
で

効
果
あ
る
対
策
を

進
め
て
い
る
。
共
助
を
担

う
地
域
に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
で
住
民

同
士
の
助
け
合
い
が
以
前

よ
り
弱
く
な
っ
て
い
る
地

域
が
あ
り
、
課
題
と
考
え

て
い
る
。

避
難
所
運
営
体
制

づ
く
り
は

■問　
避
難
所
の
運
営
に
関

し
て
の
町
の
考
え
は
。

危
機
管
理
室
長　

町
で
は

木
曽
町
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運
営

す
る
。
大
規
模
災
害
時
に

は
、
町
職
員
の
避
難
所
対

応
が
難
し
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
避
難
所
の

運
営
は
、
避
難
者
が
行
う

こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
等

で
備
え
た
い
と
考
え
る
。

■問　
今
回
改
定
さ
れ
た
防

災
マ
ッ
プ
（
洪
水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

は
何
を
意
図
し
た
改
定
か
。

危
機
管
理
室
長　

木
曽
川

を
対
象
に
し
た
も
の
か
ら

支
川
を
含
め
、
浸
水
想
定

区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
区

域
を
わ
か
り
や
す
く
し
、

全
戸
配
布
し
た
。
Ａ
３
判

サ
イ
ズ
と
し
て
見
や
す
さ

と
存
在
感
の
向
上
を
図
っ

た
。

■問　
災
害
の
種
類
に
よ
っ

て
、
緊
急
避
難
所
の
適
否

が
異
な
る
が
、
避
難
所
の

選
択
、
周
知
、
誘
導
を
ど

う
促
す
の
か
。

危
機
管
理
室
長　

避
難
に

関
す
る
情
報
を
防
災
行
政

無
線
や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
り

周
知
す
る
。
住
民
か
ら
の

情
報
に
よ
り
、
特
定
の
地

域
に
避
難
指
示
を
出
す
場

合
が
あ
る
が
、
災
害
の
状

災
害
対
策
：

　

全
町
民
を
取
り
残
さ
な
い

　

体
制
づ
く
り
の
覚
悟
は

管
理
は
必
要
と
い
う
の
は

そ
の
通
り
だ
と
思
う
の
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
管
理
す

る
か
内
容
を
精
査
し
、
更

新
も
で
き
る
よ
う
な
一
覧

表
を
す
で
に
検
討
し
て
い

る
。
６
月
会
議
で
の
項
目

を
７
月
の
課
長
支
所
長
会

議
で
話
し
合
い
、
一
覧
表

の
作
成
を
進
め
て
い
く
。

当
然
議
会
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
、
検
討

す
る
項
目
も
確
認
し
な
が

ら
、
議
会
事
務
局
で
進
捗

管
理
を
行
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

使
わ
れ
て
い
な
い
公

共
施
設
ど
う
す
る
？

■問　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
進
捗
と
方
針
は
。

総
務
課
長　

８
施
設
を
除

却
対
象
と
し
て
、
様
々
な

財
源
を
確
保
し
て
計
画
的

に
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
譲
渡
も
含
め
負
担
軽

減
を
図
り
な
が
ら
平
準
化

し
つ
つ
解
体
撤
去
を
進
め

て
い
く
。

■問　
解
体
後
の
敷
地
の
活

用
は
。

総
務
課
長　

借
り
て
い
る

土
地
を
お
返
し
す
る
こ
と

を
優
先
し
、
計
画
的
に

し
っ
か
り
進
め
た
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者

に
対
す
る
体
制
は

■問　
「
個
別
避
難
計
画
」

作
成
の
課
題
は
。

保
健
福
祉
課
長　

対
象
者

が
多
く
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
作
成
業
務
が
負
担
な

こ
と
、
支
援
者
の
確
保
、

本
人
家
族
の
同
意
が
必
要

な
こ
と
が
課
題
。

■問　
策
定
し
た
個
別
避
難

計
画
を
も
と
に
実
践
的
な

訓
練
を
行
う
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　

民
間
事

業
者
は
既
存
の
利
用
者
が

い
る
の
で
実
践
的
な
避
難

訓
練
は
厳
し
い
面
も
あ
る

が
、
年
度
内
に
協
定
す
る

民
間
事
業
者
と
順
次
災
害

時
の
連
携
に
つ
い
て
フ

ロ
ー
を
作
成
し
て
確
認
し

た
い
。

一
般
質
問
で
「
検
討

す
る
」
と
答
弁
し
た

そ
の
後
は

■問　
検
討
の
進
捗
管
理
を

し
て
一
覧
表
を
作
る
べ
き
。

総
務
課
長　

議
員
か
ら
の

提
案
や
課
題
に
つ
い
て
協

議
し
な
が
ら
政
策
を
進
め

て
き
て
い
る
。
た
だ
進
捗

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
を
目
指
す

町
長

質問者の動画が見られます

質問者の動画が見られます

永年使用されていない公共施設永年使用されていない公共施設
（開田高原　旧西小学校）（開田高原　旧西小学校）

況
に
よ
っ
て
は
危
険
を
招

く
場
合
が
あ
る
の
で
、
状

況
に
応
じ
た
行
動
が
と
れ

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
考
え

て
お
い
て
ほ
し
い
。

■問　
河
川
や
急
傾
斜
地
の

減
災
対
策
は
し
て
い
る
か
。

建
設
農
林
課
長　

マ
ッ
プ

活
用
で
は
な
い
が
、
管
轄

で
あ
る
県
が
国
土
強
靭
化

計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い

る
。
河
川
で
は
合
同
庁
舎

対
岸
の
護
岸
工
事
。
急
傾

斜
地
で
は
、
本
庁
西
側
の

崩
壊
地
対
策
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

■問　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
遅
れ
て
い
る
部
分

は
あ
る
か
。

危
機
管
理
室
長　

災
害
対

策
の
大
き
な
柱
は
自
助
・

共
助
・
公
助
が
あ
る
。
公

助
を
担
う
町
は
、
木
曽
町

地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て

状
況
に
応
じ
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

危
機
管
理
室
長

征
そ

矢
や

野
の

  隆
たか

夫
お
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公
共
事
業
で
有
効
に
活
用

で
き
る
機
会
に
は
積
極
的

に
利
用
す
る
。

国
定
公
園
指
定
を
活
か
す

関
係
す
る
事
業
者
、
団
体

が
一
緒
に
動
く
こ
と
は
必

要
で
、
町
も
積
極
的
に
動

い
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

観
光
商
工
課
長　

外
部
の

助
言
や
支
援
者
の
協
力
も

仰
ぎ
な
が
ら
町
と
し
て
一

緒
に
や
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

町
長　

日
本
の
生
活
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
と
い
っ

た
観
光
の
質
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
の
で
木
曽
町

の
新
し
い
魅
力
を
探
り
、

新
し
い
観
光
の
形
を
木
曽

町
と
し
て
探
っ
て
い
き
た

い
。

■問　
本
年
４
月
御
嶽
山
麓

が
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
の
機
会
に
御
嶽
山

麓
へ
の
誘
客
を
図
る
べ
き

だ
。
こ
こ
数
年
来
訪
者
の

減
少
、
特
に
宿
泊
客
は
減

少
の
一
途
だ
。
こ
の
現
状

を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず

進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
情
報
発
信
と
収
集
だ

と
思
う
。
不
足
し
て
い
る

情
報
発
信
と
活
用
で
き
る

情
報
収
集
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
商
工
課
長　

４
月
の

指
定
後
情
報
発
信
に
努
め

て
お
り
７
月
４
日
に
は
記

念
式
典
も
開
か
れ
る
。
そ

の
後
周
知
活
動
を
推
進
し

て
い
く
。
さ
ら
に
そ
れ
と

は
別
に
町
と
し
て
木
曽
お

ん
た
け
観
光
局
と
連
携
し

て
御
嶽
山
麓
へ
の
誘
客
を

図
っ
て
い
く
。
ま
だ
ま
だ

情
報
発
信
は
不
十
分
な
の

で
観
光
事
業
者
、
観
光
局
、

行
政
が
連
携
を
し
、
強
化

し
て
い
き
た
い
。
情
報
収

集
と
分
析
に
つ
い
て
も
進

め
て
い
く
。

■問　
国
定
公
園
化
を
活
か

す
た
め
に
観
光
事
業
者
、

観
光
局
、
行
政
、
関
係
各

種
団
体
と
木
曽
町
全
体
の

観
光
事
業
を
見
直
し
、
戦

略
を
立
て
直
し
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
町

が
リ
ー
ド
し
て
こ
の
こ
と

を
進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
に

係
る
皆
さ
ん
の
連
携
が
大

切
だ
。
そ
う
い
っ
た
皆
さ

ん
の
総
意
で
具
体
的
な
形

に
で
き
れ
ば
町
と
し
て
も

一
緒
に
取
り
組
む
。

■問　
体
験
型
、
滞
在
型
の

商
品
づ
く
り
が
こ
れ
か
ら

大
切
に
な
り
、
一
事
業
者

だ
け
で
は
御
嶽
山
麓
の
活

性
化
は
進
め
ら
れ
な
い
。

観
光
事
業
者
と
連
携
し
て
進
め
る

観
光
商
工
課
長

質問者の動画が見られます

豪
雨
災
害
、
大
規
模
火
災

な
ど
の
避
難
に
つ
い
て

砂
埋
立
処
理
施
設
は
木
曽

福
島
ス
キ
ー
場
の
国
道
３

６
１
号
線
の
左
側
。

■問　
国
道
３
６
１
号
新
設

ト
ン
ネ
ル
発
生
土
砂
活
用

の
考
え
は
な
い
か
。

建
設
農
林
課
長　

具
体
的

な
利
活
用
計
画
は
無
い
が

■問　
昨
日
、
梅
雨
入
り
が

発
表
さ
れ
た
。
5
月
29
日

か
ら
洪
水
予
報
な
ど
の
発

表
情
報
が
変
わ
っ
た
。
洪

水
、
土
砂
災
害
前
の
各
レ

ベ
ル
で
の
避
難
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

危
機
管
理
室
長　

新
た
な

防
災
気
象
情
報
か
ら
町
の

体
制
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
台
風
の
接
近
や
梅
雨

前
線
の
停
滞
に
よ
る
大
雨

等
の
気
象
予
報
や
雨
量
な

ど
河
川
水
位
の
情
報
収
集

を
行
う
。「
レ
ベ
ル
2
」

警
戒
本
部
を
設
置
、
高
齢

者
の
安
全
な
避
難
先
を
検

討
。「
レ
ベ
ル
3
」
警
報

発
令
で
一
次
避
難
先
の
指

示
を
行
う
。「
レ
ベ
ル
4
」

危
機
警
報
で
避
難
指
示
を

発
令
し
、
当
該
エ
リ
ア
の

避
難
所
を
開
設
。「
レ
ベ

ル
5
」
災
害
の
発
生
ま
た

は
切
迫
と
い
う
状
況
で
あ

り
、
緊
急
安
全
確
保
を
発

令
す
る
。
災
害
時
の
緊
急

情
報
は
防
災
行
政
無
線
だ

け
で
な
く
、
木
曽
町
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を

行
う
。

道
路
工
事
に
よ
る

土
砂
処
理
の
状
況

に
つ
い
て

建
設
農
林
課
長　

国
道
３

６
１
号
工
事
の
土
砂
を
積

極
的
に
利
用
す
る

■問　
道
路
工
事
に
よ
る
土

砂
処
理
の
状
況
に
つ
い
て

町
の
土
砂
埋
立
処
理
施
設

の
管
理
状
況
と
処
理
能
力

は
。

建
設
農
林
課
長　

土
砂
埋

立
処
理
施
設
7
ヶ
所
の
内

6
ヶ
所
は
満
量
で
足
り
な

い
状
況
。
利
用
で
き
る
土

高
齢
者
の
安
全
な
避
難
先
を
速
や
か
に
指
示
す
る

危
機
管
理
室
長

質問者の動画が見られます

国定公園に指定された国定公園に指定された
御嶽山と山麓御嶽山と山麓

木曽福島スキー場下土砂処理施設木曽福島スキー場下土砂処理施設

松
まつ

井
い

  淳
じゅん

一
いち

下
しも

條
じょう

  広
ひろ

行
ゆき
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今
年
の
夏
も
猛
暑
と
な
り

そ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
秋

に
か
け
て
台
風
の
上
陸
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
海
水

温
が
高
い
た
め
、
強
い
勢
力

を
保
っ
た
ま
ま
上
陸
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
５
月
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
洪
水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参

考
に
、
ご
自
分
の
家
が
ど
ん

な
災
害
の
危
険
が
あ
る
の

か
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
最
近
は
、
地
域
で
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
災
害
の
際
は
、
地

域
で
の
支
え
合
い
が
一
番
必

要
で
す
。
私
達
も
議
会
を
通

し
て
、
住
民
の
暮
ら
し
に
お

役
立
て
で
き
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。�

（
征
矢
野
隆
夫
）

  「
木
曽
町
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
　

行
／

木
曽

町
議

会
　

　
編

　
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

お
問

い
合

わ
せ

先
／

木
曽

町
議

会
事

務
局

 TEL 22-4288
印

　
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

第
83
号
　
令
和
８
年
８
月
20
日

き
そ
ま
ち
議
会
だ
よ
り

議会を傍聴してみませんか
　町議会では、議員がどのような発言を
し、どんな思いでまちづくりを考えてい
るのかを、直接聞くことができます。
　議会は原則として毎月開催されており
（通年議会）、議員が町政について質問や
提案を行う「一般質問」は、３月・６
月・９月・12月の年４回行われます。
　皆さんも議会を傍聴してみませんか。

次回の一般質問
日時：９月７日㈪予定

　傍聴の方法など、詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。

議会事務局 電話 22-4288

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
目
黑
　
　
碧

　
副
委
員
長
　
下
條
　
広
行

　
委
　
員
　
征
矢
野
隆
夫

　
委
　
員
　
原
田
　
徹
哉

　
委
　
員
　
寺
内
　
　
健

　
委
　
員
　
児
野
光
九
仁

　７月22・23日、木曽福
島地区で水無神社例大祭
が行われました。「そうす
け！こうすけ！」の掛け声
とともに、約400キロの
白木のみこしを路面にた
たきつけ、木っ端を飛び
散らせながら縦横に転が
す「みこしまくり」。平安
時代、戦火から御神体を
守り抜いた惣助・幸助の
故事に由来する天下の奇
祭が、今年も木曽の夏を
熱く彩りました。

表紙の写真  水無神社例大祭、みこしまくり

　令和８年６月８日一般質問後に、３名のモニター
のうち２名のモニターの参加及び１名は事前意見を
いただき、全議員とのモニター会議を開催しました。
　まず、昨年11月の選挙で半数の議員が変わり、
それに伴い議会モニター制度を運営する議会改革特
別委員６名のうち５名が新人であるため、委員の紹
介をさせていただきました。
　モニターの皆さんからは、次のような感想や意見
をいただきました。感想として、「なかなか傍聴に
来ることができずモニターの難しさを知った」「今
後議員を目指す方々のためのものかと感じてしまっ
た」「実際に傍聴すると発言が聞き取りにくい」な
ど。意見としては、「一般質問は、文字と口頭のみ
では聴衆に分かりにくい。パネル・表・グラフな
ど視覚資料の活用を」「プレゼンテーション研修や
AI活用の導入提案」「一般質問後のモニター会議で
は、やり取りが定型的で理解が限定される」などの
ご意見をいただきました。

　議員からは、「できる範囲で傍聴等をしていただ
ければよい」「モニターとして議会の様子をぜひ他
の町民の皆さんへ伝えて欲しい」などの意見が出さ
れました。
　今回のモニター会議でいただいた意見を踏まえ、
一般質問での視覚資料活用及びプレゼン研修・AI
活用の導入、モニター会議を質疑・討論後に開催す
ることの是非、傍聴可能な会議日程のモニターへの
事前案内の仕組み整備、モニター向け事前案内資料
の作成・公開、以上の事項を議会改革特別委員会で
検討していきたいと思います。
　また、議会モニター制度のあり方についても、時
期・定員・応募条件・選考方法を含む制度再設計を
しっかり議論していきたいと考えています。
　令和７年度の議会モニターの皆さん、１年間あり
がとうございました。引き続き議会についてのご意
見をよろしくお願いいたします。

令和７年度
議会モニター会議を終えて


